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明石一岡山一松山一廣島
（訪　問　　記）
　去る一月二十五日，朝7時30分京都登の列車で西行・約束に
より，9時宇，三ノ宮騨で甲南支部の村山氏が同車され，10時過
ぎ三石春直ちに同道して市役所に行き，塚本視學ご磯野市長
ざに面談・それから村山塚本爾氏に案内されて，のごかな小春
日和の明石公園を散歩し，人二神殖：前で，最近出i來上った中央
標準時標柱を見てみる時，ちょうご山内中學校長も二二され，
次で騨前の一一旋亭に四人で午餐を頂き，2時23分明石登の列車
で西行．
　午后5時50分，岡山着・水野宮原爾氏に迎へられ，族舘美吉
野花壇に入って夕飯・其の閾に，爾氏ご，年末のエ・ス麹三二
書について種々打ち合はせした・食後，水野氏に案内されて，
門田屋敷に操山寮を訪れ，10時頃まで君い學生ナこちこ談笑・そ
ずしカ｝ら皇帝宿．
　翌二十六日朝5時7分こいふ早い汽車で岡山螢，宇野で連絡船
高松穫橋から準急行に乗車．正午過ぎ松山着・二二の河路敷授
や，高商の敷授其の他學生たちに迎へられ，自動車で直ち菰高
商校舎へ行く・此の日の午后は2時から同校講堂で高商高校爾
YMCAの加盟式式後，茶話會・それから一同高校に移り晩餐
後・同門講堂で記念講演會・10時絡り，西村文學二三の御厄介
になる．
　二十七ri，朝10時，西村氏の招きによb松山二二校に赴き，
三年級以上の生徒に通俗天文講話・此の時，河路教授もi來られ・
たので，會後，三人で午餐それから河路敏授に見迭られて，
松山鐸から輕上列車で高濱港に行き，廣島行きの汽船にi乗り，
2時出帆一海は可なり波があって，船はゆれたが，音戸瀬戸
からは少しもゆれない．環軍港に多くの大小軍艦が並んでみる
勇肚な姿を眺めながら，6時に宇品着．中村，吉田爾氏其の他敷
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名の學生tこちに迎えられ，直ちに藝ビノン内に準備さtLtzる天文
同好會の競餐會に出席した・
　晩餐會は無慮25名の多敷が参加せられ，此の市内外に於ける
天文愛好者殆んご大部分を網羅しfみた・中村饒氏の紹介によ
り，自分は食後立って雫時間ばかりの講演を試みアZ・題はエU
ス問題，太陽活動の近況，木星や金星の観望病状，等・いろい
ろ面憎い質問あb・列席の曾田氏が西暦…紀元前1700年頃のエヂ
プト敷品書複爲を來會着一同に配られるなごのこごもあり，楡
快であった．
　晩餐會後・約演壇頃，高師，高峰，高工の三校YMCAの代表
者たちこ，去る四月の部會の件を打ち合はせ，後，10時20分登
の汽車にて鰭洛（山本生）
tht．」
二必　難灘謙曝罫
??孟轟轟羅難業盤．　　　　　　．灘繋羅
　これは紀元前1700年頃エヂプ1・人ア1メスの書）・7：古代の数學であって現
存する世界最古唯一の数目書といはれて居る・ナイル河眸テ1べの小屋で獲
見され今はロンドンの大英博物館に納められて居る・長さ3・3m幅α33mのパ
ピルスに書かれ此の爲の如く頗る美麗なものであろ・算術，幾何，三角法や
實際測量のことが誼いてあって“不可解なこと，榊秘なこと，あらゆる事物
の智識に到達する教”と云ふ表題の下に書かれれものである・　　（曾　田）
